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 要  旨 
 
人と機械の自然な音声コミュニケーションを実現するためには目的音声とその
他の雑音との混合や残響の影響がある音の中から，聞きたい音のみを分離抽出す
る必要がある．そのための，技術として目的音源の音声的特徴，雑音源の特徴と
数・位置，および音場の音響的特長に関わる事前情報を用いることなく，マイク
ロホン収音された音声のみを用いて目的の音声を分離・抽出を達成する，いわ 
ゆるブラインドな音源分離技術が望ましい．この技術はブラインド分離と呼ばれ，
音声認識の前処理以外に，生体信号の解析，通信，画像処理，地質調査など多く
の分野への応用が期待されており，近年，研究が盛んに行われている． 
ブラインド分離の目的は，多重通信路を特定すること，または源信号の推定量
を得るためにその逆モデルを見つけることである．この問題に対する多くの代表
的な解法は，信号の確率分布の独立性を基にしている． 
実環境における音源分離では，部屋の反射や残響が存在するため，サブスペー
ス法を用いて部屋の反射をある程度低減するアプローチが有効であることが知ら
れている．サブスペース法は時間-周波数領域で作用するため，ブラインド分離ア
ルゴリズムも時間-周波数領域へ拡張する必要がある． 
本論文では，時間-周波数領域でのブラインド分離において解決が必要不可欠で
ある順列問題に対して，混合行列の周波数軸上での連続性を利用した手法と分離
信号スペクトルの時間包絡の相関を利用する手法を併用する手法を提案した． 
源信号として音声データを用いて，PCによって混合された観測データに対して
今回提案した手法と上記の2つの従来法をブラインド分離システムに組み込み，実
データを用いたシミュレーションによって提案法と従来法の比較を行った． 
その結果，本提案法では，混合行列の周波数軸上での連続性を利用した手法で
は解決困難であった低周波数帯での順列解決を分離信号スペクトルの時間包絡の
相関を利用する手法で補うことができ，本提案法の有用性を示した． 
 
